
旅費、深夜往診旅費などがあります。

・勤務時間及び休日・休暇は？

勤務時間は、午前8時半から午後5時15分までです。

休日は土曜日、日曜日、国民の祝日（振替休日を含

む）及び年末年始などです。

ほかに年次有給休暇、夏季休暇、特別有給休暇、病

気休暇、看護休暇などがあります。

なお休祭日の往診当番は、隔週程度で行っています。

・診療技術の向上は？

県内及び県外での研修会や講習会、各種学会にも積

極的に参加して、知識や技術を研鑽しています。

※修学資金給付事業も行っています！
月額：国立大学生10万円、私立大学生18万円支給

（詳しくはＮＯＳＡＩ秋田のホームページをご覧ください）

・応募資格は？

大学を令和４年度に卒業あるいは令和５年度に卒業(見込み)

の者で、獣医師免許を採用時までに取得見込みの者、または

応募時満50歳未満で、獣医師免許を有する者。

いずれも普通自動車運転免許取得者(見込み)。

・応募方法は？

ＮＯＳＡＩ秋田の採用願書に関係書類を添え提出して下さい。

（詳しくはＮＯＳＡＩ秋田のホームページをご覧ください）

・選考及び採用の方法は？

書類審査及び試験（適性・面接）により採用内定者を決定。

・待遇面は？

給与は秋田県農業共済組合職員給与規則によります。

手当には、初任給調整手当、診療手当、扶養手当、住居手当、

単身赴任手当、期末・勤勉手当、寒冷地手当などがあります。

旅費には、一般旅費、往診旅費、休日往診旅費、夜間往診

早く良くなって！



ご不明な点は下記までお問い合わせください。

〒010-0001　秋田県秋田市中通三丁目4番50号   TEL ０１８-８８４-５２２２

ＮＯＳＡＩ秋田 総務部総務課

ＮＯＳＡＩとは、農業保険法に基づき、農業共

済制度及び収入保険制度を実施する団体で

す。

農業共済制度とは、農家が掛金を出し合っ

て共同準備財産をつくり、災害が発生したとき

に共済金の支払いを受けて農業経営を守ると

いう、農家の相互扶助を基本とした制度です。

また、収入保険制度とは、農業経営者の

セーフティネットとして、品目の枠にとらわれず

に、農業経営者ごとの収入全体を見て総合的

に対応する制度です。

農業は自然条件に依存することが大きい、

災害が予期しないときに発生する、といった特

性があることから、国も一緒になって運営して

います。

ＮＯＳＡＩ秋田では、農作物共済、家畜共済

（牛・馬・種豚・肉豚）、果樹共済、畑作物共済、

園芸施設共済、建物共済、農機具共済、保管

中農産物補償共済及び収入保険の９つの事

業を実施し、農家の経営安定と農業再生産に

寄与しています。

●中央部家畜診療所

●県南家畜診療所

●県北家畜診療所

●秋田県農業共済組合

連合会(NOSAI秋田)

県北家畜診療所

中央部家畜診療所

県南家畜診療所

秋田県農業共済組合

中央支所

由利農業共済組合

秋田県農業共済組合

横手市支所

秋田県農業共済組合

雄勝支所

秋田県農業共済組合

北鹿支所
秋田県農業共済組合

北秋田山本支所

秋田県農業共済組合

仙北支所
秋田県農業共済組合連合会

先 輩 の 声 伊藤 理子 獣医師

私の所属する県南家畜診療所管内では、乳牛もいますが黒毛和牛の診療が主体です。

一日の流れとしては、９時半頃まで診療所で受付をし、その後平均４～６件の診療に出かけます。

１５時頃までには診療所に戻り、カルテ作成、１７時１５分に退勤となります。診療件数はそこまで多

くないですが、少数の牛を飼養している農家さんが多い地区なので、一頭一頭責任をもって治療す

る必要があり、やりがいのある仕事だと感じています。

最近は少しずつ一人で往診する機会が増えてきまし

た。まだまだ分からないことがたくさんあり、緊張します

が、困ったときは先輩方に相談し、農家さんから暖かく

見守っていただきながら、診療を行っています。残念な

がら亡くなってしまった症例などは、家畜保健衛生所と

協力して剖検することがしばしばあり、分からないことを

そのままにせず、自分の成長につなげることができます。

また、県内外での勉強会、北海道や東北の同期との

新人研修もあり、大動物臨床の経験がなくても基礎か

ら学ぶことができます。

※平成29年6月以降
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